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２０１９年度の工事

資料－４

第３６回 維持管理・環境管理専門委員会
２０１９年５月９日
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【ご注意】
本資料は、生態系保護の観点から生物の位置に関わる情報などは非
表示としています。
ご了承下さい。

公開版



１．下池のハンノキ林再生を目的とした整備
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●要検討事項とスケジュール

１）重要種への配慮
・４～５月：事務局対応

掘削範囲内に生育する重要種に該当する植物について確認します。（２０１８年度はゴマギを３箇所で確認しています。）
確認された重要種の移植箇所を検討します。

・５～６月：委員会
事務局の調査・検討結果を確認し、協議します。

２）工事用道路の配置
・６月：事務局対応

川島町と協議し、民地との位置関係について確認します。
工事用道路の位置を確定します。

下池のハンノキ林再生を目的とした整備

月 4 5 ６ 7 8 9 10 11 12 1 2 3

重要種の確認

移植対象および移植先の決定

川島町との協議

設計図書の確定（図面・数量）

施工
準備工 工事

維持管理・環境管理専門委員会
５／１５
：現地確認

６／１０週
：経過報告

●
７月中

開催予定

●
８月中

開催予定

●
１１月中
開催予定

●
１２月中
開催予定

１／２２
（巡視）
：施工結果

確認

●
３月中

開催予定

協議会
●

：経過報告
●

：完成報告

非表示



１）植物への配慮
・ハンノキの大木（図中８番）が掘削範囲ぎりぎりの位置であることが確認出来たため、これは残すように掘削範囲を設定します。
・２０１８年度の調査で、掘削範囲内に重要種のゴマギが生育していることを確認しています。

ゴマギを含めて重要種について再確認し、改変範囲にある株は移植します。
 移植先については、移植する植物の生態（日照や水分を好むか否か等）に応じて適所を検討します。
 ゴマギは、２０１８年度に移植した「特定の場所」（フジカンゾウ生育場所）への追加や、看板周辺への移植などが考えられます。

下池のハンノキ林再生を目的とした整備
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２）工事用道路の配置および水路との接続方法
・川島町道は水路法肩ぎりぎりの位置であり、この位置に工事用道路を敷設すると多数の大木の伐採が必要となります。

また、川島町道には、民地が隣接している箇所があります。
 これら大木と民地を避けた線形とします。

この位置は概ね竹林となっており、径の小さな樹木の伐採で済みます。（※詳細調査中）
・水路との接続方法は、川島町道の下に「管」を埋設することで対応します。

埋設位置は、大木の伐採を必要としない位置（２０１９．２．６巡視時に確認）とします。

下池のハンノキ林再生を目的とした整備
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２．課題のある箇所について
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課題のある箇所について

●巡視（２０１９年２月６日）及び第３４回委員会（２０１９年２月７日）で追加実施すべき維持管理作業を確認・検討しました。

また、工事が２０１９年度で最終となる予定を踏まえて、追加で整備することが望ましい箇所についても確認・検討しました。

結果は以下のとおりであり、第４９回協議会（２０１９年２月２２日）で承認されました。

・周辺への供給源となってしまっている外来種の大木など、通常の維持管理での対処が難しいものは伐採・伐根を検討する。

・安全確保のために柵などが必要な場所には、柵の設置を検討する。

・維持管理・利用のために必要な整備を検討する。

非表示
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エリア 対応の種類 地点 内容

上池

工事

①モトクロス場跡地整備地Ａ ハリエンジュの大木を伐採・除根する。

②モトクロス場跡地整備地Ｄ これまで維持管理活動をしてきたシンジュ群落を伐採・除根する。

③モトクロス場跡地整備地Ａ・Ｄ、看板周辺
出水で乱れた柵を復旧する。新たな柵は、高さが低く、番線ではなくロープを使用したもの
が良い（ホンダエアポート側に設置のものと同様のもの）。

維持管理

④上池旧流路整備地
・延命地蔵尊付近のシュロ・トウグワを伐採する（かわじま輪中ＷＧ時）。
・延命地蔵尊付近の樹木のスズメバチが造巣した箇所を塞げると良い。

⑤導水路付近 導水路の説明板の周辺を除草する。

⑥モトクロス場跡地整備地Ａ モトＡ・Ｈ２３整備地の管理用通路は、可能な範囲で維持管理の頻度を上げられると良い。

中池
工事

⑦広場 トウグワや広範囲に繁茂するクズ等を除去・除根する。

⑧管理用通路沿い（水辺付近） 水辺付近のシンジュ群落を伐採・除根する。

⑨管理用通路沿い（下流側） 下流側の通路沿いに並んで生えている、トウグワやシンジュを伐採する。

⑩堤防付近
富士山への見通しを遮っている２本の樹木のうち、１本（クヌギ）は枝打ちする。もう１本は
種類が判明してから対応を検討する。

維持管理 ⑪管理用通路（短絡路） 短絡路上に伸びているクズを除去する。

下池 維持管理

⑫看板周辺 看板周辺のシュロを伐採する。

⑬「特定の場所」（フジカンゾウ生育場所） フジカンゾウ生育場所周辺のタケ類を除去する。

⑭下池整備地付近 掘削土砂仮置場やその周辺のオープンスペースの管理・活用方針を検討する。

全域
外部へ協力を

依頼
⑮看板 看板周辺の除草を、周辺の地元の方にお願いできると良い。

表 追加で検討する維持管理・整備の内容

課題のある箇所について

非表示



●スケジュール

・５～６月：事務局対応
整備の優先順位（案）を検討します。

・６月：委員会
６月に整備の優先順位（案）を報告します。
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区分 項目 4 5 ６ 7 8 9 10 11 12 1 2 3

協議会
委員会の協議結果確認
※工事は承認済み。細部は委員
に委任されている。

● ●

維持管理・

環境管理

専門委員会

課題のある箇所について説明

整備の優先順位（案）の報告

委員会（他の議事の協議等） ● ● ● ● ●

事務局 整備の優先順位（案）の検討

課題のある箇所について

９日（本日）

６／１０週
：報告


